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し
ん
か
ん
フ
ェ
ス

タ
（
４
月
21
日
）
の

「
学
び
屋
台
」
で

は
、
先
輩
先
生
が
た

く
さ
ん
の
教
材
を
ご

用
意
し
て
く
だ
さ
り

ま
し
た
。
私
も
や
っ

て
み
た
い
！
と
お
土

産
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
れ
も
、
す
ぐ

に
楽
し
ん
で
取
り
組

む
子
ど
も
の
顔
が
思

い
浮
か
ぶ
よ
う
な
心

温
か
い
教
材
で
し

た
。

　

前
田
先
生
の
講
演

は
次
々
に
先
生
か
ら

引
き
出
さ
れ
る
技
の

多
さ
に
あ
っ
と
い
う

間
の
時
間
で
し
た
。

　

目
の
前
に
山
積
み

に
さ
れ
て
い
る
仕
事

に
必
死
に
な
り
、
つ

い
子
ど
も
の
表
情
を

忘
れ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
る
４
月
で
す
。

私
は
始
業
式
の
日
に

ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た

ち
に
「
い
ろ
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
ょ
う
」
と
話
を

し
ま
し
た
。
前
田
先

生
の
講
演
を
聞
い

て
、
１
番
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
な
い
と
い
け

な
い
の
は
自
分
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
技
の
お

土
産
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
で
き
る
こ
と

か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
決
意
を
新
た

に
し
た
１
日
で
し

た
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　

 

だ
よ
り
５月５月

務
級
の
原
則
」（
人
事

院
）に
反
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
教
は
、
常
勤

講
師
に
給
料
表
「
２

級
」
を
適
用
す
る
こ
と

を
求
め
る
と
と
も
に
、

教
職
員
給
料
表
の
全
国

モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い

る
「
全
国
人
事
委
員
会

連
合
会
」
に
対
し
て
、

「
１
級
」（
講
師
の
給

料
表
）
の
金
額
引
き
上

げ
を
働
き
か
け
る
よ
う

大
阪
市
教
育
委
員
会
に

対
し
要
求
を
出
し
て
い

き
ま
す
。

　

大
阪
市
教
職
員
の
給

料
は
、
本
務
教
員
は
教

育
職
給
料
表
（
２
）
の

「
２
級
」、
常
勤
講
師

は
「
１
級
」
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

４
年
制
大
学
新
卒
で

正
規
採
用
（
小
中
学
校

勤
務
）
の
場
合
、
月
額

28
万
３
千
６
百
円

（「
令
和
７
年
度
大
阪

市
公
立
学
校
・
幼
稚
園

教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト

受
験
案
内
」）。
一
方
、

４
年
制
大
学
新
卒
で

「
常
勤
講
師
」
で
採
用

さ
れ
た
場
合
、
月
額
約

25
万
８
百
円
（
大
阪
市

教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
「
学

校
・
幼
稚
園
の
講
師
募

同
一
労
働
同
一
賃
金

同
一
労
働
同
一
賃
金

講
師「
２
級
」適
用

講
師「
２
級
」適
用

維
新
市
政 

深
ま
る
矛
盾

ガーベラガーベラ
だよりだより

集
」）
で
、
正
規
と
の

給
料
格
差
は
月
額
約
３

万
２
千
８
百
円
で
す
。

　

学
校
現
場
で
は
正
規

・
常
勤
講
師
の
雇
用
形

態
の
違
い
に
は
関
係
な

く
担
任
や
校
務
分
掌
を

持
ち
ま
す
。
こ
れ
ら
は

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

（
厚
生
労
働
省
）・「
職

　

大
阪
憲
法
会
議
・
共

同
セ
ン
タ
ー
は
４
月
７

日
春
の
憲
法
学
習
会
を

開
き
、
同
志
社
大
学
の

岡
野
八
代
教
授
が
講
演

「
平
和
、
人
権
、
平

等
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

憲

法
の
ね
う
ち
を
今
こ
そ

〜
戦
争
は
究
極
の
ア
ン

チ
・
ケ
ア
〜
」
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

い
ま
日
本
は
「
衰
退

途
上
国
」（
発
展
途
上

国
と
の
対
比
）
と
世
界

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。

国
民
１
人
当
た
り
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
で
台
湾
、
韓
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港

の
下
。
能
登
半
島
地
震

避
難
所
・
体
育
館
の
状

況
は
阪
神
淡
路
大
震
災

と
変
わ
ら
な
い
。

　

個
人
の
尊
厳
を
守
る

の
が
立
憲
主
義
。
尊
厳

あ
る
個
人
の
基
本
的
人

権
を
よ
り
よ
く
実
現
す

る
た
め
に
国
家
は
存
在

し
て
い
る
。し
か
し
、国

家
は
「
守
っ
て
や
る
ぞ

詐
欺
」。社
会
学
者
の
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
テ
ィ
リ
ー

は
、「
ゆ
す
り
屋
」
と
指

摘
し
た
。「
外
国
の
暴

力
か
ら
の
保
護
を
提
供

し
て
い
る
の
だ
」
と
し

て
保
護
の
対
価
、
税
金

や
徴
兵
を
求
め
、
権
力

と
財
を
集
中
し
、
戦
争

で
国
家
を
強
化
す
る
。

し
か
し
、
軍
隊
が
最
も

殺
し
た
の
は
国
民
。

　

守
っ
て
や
る
ぞ
詐
欺

の
典
型
が
安
倍
政
権
の

安
保
法
制
（
２
０
１
５

年
）。
朝
鮮
半
島
有
事

に
「
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く

お
母
さ
ん
（
後
景
に
祖

父
母
）
を
守
る
」
集
団

的
自
衛
権
。
そ
の
後
、

明
文
改
憲
か
ら
解
釈
改

憲
＝
閣
議
決
定
で
強
行

（
国
会
論
議
無
し
＝
少

数
意
見
の
抹
殺
）。
そ

の
政
治
を
続
け
て
い
る

の
が
岸
田
首
相
。

　

戦
争
す
る
国
づ
く
り

を
す
る
人
々
は
「
家
族

の
絆
」「
家
族
の
一
体

感
」
を
強
調
す
る
。
自

民
党
改
憲
Ｐ
Ｔ
は
家
族

を
強
調
。「
よ
い
家
族

こ
そ
国
の
基
礎
。
女
性

の
家
庭
を
よ
く
す
る
気

持
ち
が
国
を
支
え
て
き

た
」
と
。

　

憲
法
24
条
は
性
別
役

割
分
業
、
男
女
・
長
幼

の
階
層
関
係
を
埋
め
込

む
こ
と
に
対
す
る
抵
抗

権
を
提
供
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
権
利
・
Ｎ

Ｇ
Ｏ
大
阪
は
４
月
21

日
、
子
ど
も
基
本
法
・

子
ど
も
家
庭
庁
（
22
年

通
常
国
会
成
立
）
の
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
岩
藤
智
彦
さ
ん

（
国
会
議
員
秘
書
）。

　

当
初
「
子
ど
も
庁
」

構
想
だ
っ
た
が
、
自
民

党
保
守
派
（
安
倍
派
）

に
配
慮
し
「
家
庭
」
の

２
文
字
が
入
っ
た
。
子

ど
も
基
本
法
の
自
民
党

案
は
「
子
ど
も
の
養
育

の
基
本
と
な
る
家
庭
」

で
あ
り
、
法
で
「
子
ど

も
の
養
育
に
つ
い
て

は
、
家
庭
を
基
本
と
し

規
模
な
公
的
託
児
事

業
）、
保
育
の
質
の
向

上
を
阻
害
す
る
。

　

支
援
金
は
格
差
を
拡

大
し
貧
困
解
消
に
逆

行
。
財
源
は
社
会
保
障

歳
出
「
改
革
」
で
安
倍

政
権
に
よ
る
社
会
保
障

抑
制
に
匹
敵
す
る
。
介

護
保
険
の
給
付
抑
制
・

負
担
増
や
高
齢
者
の
医

療
保
険
の
負
担
増
と
な

る
。

　

戦
争
美
化
の
教
科
書

を
子
ど
も
た
ち
に
わ
た

さ
な
い
大
阪
市
民
の
会

は
４
月
19
日
「
中
学
校

の
歴
史
・
公
民
教
科
書

の
採
択
に
あ
た
っ
て
の

申
し
入
れ
書
」
を
市
教

委
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
運
動
で
前
回

戦
争
美
化
の
育
鵬
社
教

科
書
が
採
択
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
教
科
書
採

択
の
シ
ス
テ
ム
が
一
定

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
保

護
者
・
市
民
、
現
場
教

職
員
の
意
見
を
さ
ら
に

反
映
す
る
教
科
書
採
択

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

以
下
の
点
を
求
め
ま

し
た
。
①
国
民
主
権
、

平
和
主
義
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
を
原
則
と
す

る
日
本
国
憲
法
の
精
神

に
反
す
る
教
科
書
を
採

択
し
な
い
。
②
排
外
主

義
や
嫌
中
、
嫌
韓
感
情

を
助
長
し
な
い
。
③
教

科
書
閲
覧
な
ど
を
通
じ

て
、
市
民
の
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
る
。
④
教

職
員
、
保
護
者
、
市
民

の
閲
覧
が
可
能
な
会
場

・
日
程
の
確
保
。
⑤
教

　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
の
組
合
員
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。「
４
月
に
入
り
大
量

の
テ
ス
ト
対
策
プ
リ
ン

ト
を
印
刷
し
、
続
い
て

『
過
去
問
題
』
を
印
刷

・
製
本
し
た
」
と
。
全

国
学
力
テ
ス
ト
が
４
月

18
日
に
行
わ
れ
ま
し
た

（
第
一
次
安
倍
政
権
２

０
０
７
年
開
始
）。
今

年
度
、
学
習
環
境
な
ど

の
調
査
を
オ
ン
ラ
イ
ン

方
式
で
全
面
実
施
し
、

25
年
度
の
中
学
理
科
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
使
用

型
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）
を
導
入

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

点
数
競
争
の
弊
害
や

教
員
の
負
担
が
重
い
こ

と
な
ど
が
問
題
と
な
り

青
森
県
は
県
独
自
の
学

力
テ
ス
ト
を
今
年
度
か

ら
廃
止
し
ま
し
た
。
広

島
県
も
東
京
都
も
休
止

・
廃
止
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
大
阪
府
は
す
く

す
く
ウ
ォ
ッ
チ
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。「
テ
ス

育
行
政
が
、
日
本
国
憲

法
と
良
心
の
み
に
従
う

選
定
を
行
う
こ
と
。

　

子
ど
も
と
教
科
書
大

阪
ネ
ッ
ト
21
は
６
月
８

日
13
時
30
分
か
ら
エ
ル

・
お
お
さ
か
で
、
中
学

校
教
科
書
、
何
が
問
題

か
〜
道
徳
と
社
会
を
中

心
に
〜
を
テ
ー
マ
と
す

る
大
阪
教
育
集
会
を
行

い
ま
す
。

ト
漬
け
サ
イ
ク
ル
」
を

強
化
し
、
大
阪
の
子
ど

　

実
質
賃
金
23
カ
月
連

続
減
、
過
去
最
長
と
並

ぶ
と
厚
生
労
働
省
が
４

月
８
日
発
表
し
ま
し

た
。「
初
任
給
ア
ッ
プ

競
う
企
業
」「
中
小
賃

上
げ
幅　

大
手
と
格

差
」「
非
正
規　

賃
上

げ
の
風
ど
こ
に
」
と
も

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
教
員
給
与
が

加
盟
国
の
平
均
を
下
回

っ
た
と
す
る
報
告
書
を

経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
23
年

９
月
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
労
組
連
は
「
24
年

度
大
阪
市
人
事
委
員
会

勧
告
（
報
告
）
の
作
業

に
関
す
る
要
請
書
」
を

４
月
17
日
提
出
し
ま
し

た
。
民
間
シ
ン
ク
タ
ン

ク
み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
21

年
と
比
べ
た
24
年
度
の

も
た
ち
は
息
苦
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

年
間
家
計
負
担
が
１
世

帯
（
２
人
以
上
）
当
た

り
28
万
円
増
え
る
と
い

う
試
算
を
公
表
し
ま
し

た
。
生
活
改
善
で
き
る

大
幅
賃
上
げ
は
待
っ
た

な
し
の
課
題
で
す
。

　

能
登
半
島
地
震
で
も

明
ら
か
に
な
っ
た
国
民

の
命
や
く
ら
し
を
守
る

公
務
・
公
共
サ
ー
ビ

ス
、
教
育
の
体
制
と
予

算
の
確
保
も
喫
緊
の
課

題
で
す
。
○
妊
娠
障
害

休
暇
14
日
、
出
生
サ
ポ

ー
ト
休
暇
制
度
の
改
善

・
拡
充
、
○
最
高
号
給

引
き
上
げ
、
55
歳
昇
給

停
止
廃
止
、
非
正
規
職

員
の
特
別
休
暇
の
有
給

化
、
○
再
任
用
（
教
育

職
員
）、
講
師
の
賃
金

改
善
な
ど
も
要
求
し
ま

し
た
。

て
行
わ
れ
」（
基
本
理

念
）
と
な
っ
た
。

　

目
的
規
定
（
第
１

条
）
で
、「
日
本
国
憲

法
及
び
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
の
精
神
に

の
っ
と
り
」
と
明
記

し
、
子
ど
も
の
権
利
条

約
の
４
原
則
（
差
別
禁

止
、
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
、
意
見
表
明
権
、

生
命
・
生
存
・
発
達
の

権
利
）
を
基
本
理
念
に

掲
げ
て
い
る
。

　

施
策
の
策
定
、
実

施
、
評
価
に
あ
た
り
、

子
ど
も
の
「
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
」（
11
条
）

と
、
子
ど
も
の
意
見
の

反
映
を
義
務
付
け
て
い

る
こ
と
は
重
要
。

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
（
０
〜
２
歳
の
未

就
園
児
対
象
、
給
付
は

月
10
時
間
程
度
、
毎
回

事
業
者
の
変
更
Ｏ
Ｋ
）

は
保
育
の
市
場
化
（
大

憲法のねうちを今こそ

こ
ど
も
の
意
見
反
映
は
重
要

 

こ
ど
も
基
本
法
・
家
庭
庁

中
学
校
社
会
科

中
学
校
社
会
科

 

教
科
書
採
択
申
入

全
国
学
テ

全
国
学
テ  

す
く
す
く

す
く
す
く

テ
ス
ト
漬
け
や
め
よ

テ
ス
ト
漬
け
や
め
よ

賃
上
げ

賃
上
げ  

処
遇
改
善

処
遇
改
善

市
人
事
委
勧
告
を

市
人
事
委
勧
告
を

子どもの権利
ＮＧＯ大阪

戦争は究極のアンチ・ケア憲法学習会


